

















































































































































































































































































































ここからは、その「教職実践演習」N大学集中講義 3 日目の実践を紹介していきたい。3 日目の
テーマは「教師のこころとからだのレッスン」トピックは「いじめ問題」である。
ワーク 1　身体で感じる「風きるつばさ」～私のこころをゆすぶったもの～
ワーク 2　「ハンカチ」から考える教師の姿～そばにいるということ～
　ワーク 3　「いじめ伝言板」～私は今、こんなふうに生きているのです～
ワーク 1「風きるつばさ」は、ハイライトシーンを「一枚の写真」＝「フリーズフレーム」で表現
し、ワーク 2 重松清「ハンカチ」は「ホット・シーティング」で心情に迫る。「頭でわかる」と「腑
におちる」の違いをカラダで感じた学生たちへの最後のミッションが「ドラマつくり」である。これ
は、読者からの生の声が寄せられる朝日中学生ウィークリー投稿欄「いじめ伝言板」をもとに 5 分の
ミニドラマを制作である。30名の学生は 4 グループにわかれ、グループ担当の新聞投稿をベースにオ
リジナルドラマを創り、発表である。
ドラマ「私は、今、こんなふうに生きているのです」
　Ⅰ「それでも今日も学校へ」
私（独白）：学校は閉ざされた組織。私は人質。それでも毎日、私はそこへでかけるのです。
くすくす笑う声、おおげさに驚く男子のしぐさ
男子Ａ　：あっ、なんか戸があいた。
男子Ｂ　：なんだ、なんだ、誰もいねえのに、戸が開いてる
女子たち：くすくす笑い
男子Ａ　：なっ、今誰か通らなかった
男子Ｂ　：気のせいじゃね、死神様がすーって通ったとか
男子Ａ　：あっ、そうかも、「死ねって」かいた人がもう死んだのかも
女子たち：えーひっどー。
男子Ｂ　：ひどいのはどっちかな、ラインでまわってきましたよ「死ねばいいのにって」
　Ⅱ「他人に牙を」
俺（独白）：友達にすごい暴力をふるってしまった。たいした理由もなかったのに。目の前には倒れた
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友達、先生が飛んできて「やめろっ」て腕をつかまれた、その手が痛くて、ぼんやり思った。
　　　　　今は、俺がなぐったんだって。
父　親　：おまえなんか、いらん、さっさと出ていけ、この極道が～今日も学校から電話があった
ぞ、恥さらしが～
俺（独白）：こんなふうに、いつも俺は酒乱に父親に殴られて大きくなった。家でイライラした次の日
は、決まって誰かを殴ってしまう・・こんなんイヤや・・でも、まじ、どうもできない・・
　Ⅲ「傍観者の気持ち」
僕（独白）：また今日もみてしまった、あいつらが俊哉をなぐってるのを。でも、ぼくにはどうにもで
きない、下手に何か言ったら、今度は僕がターゲットにされるかもしれないから
男子Ａ　：なんだよ、しゃがみこんで
男子Ｂ　：おまえ、少林寺拳法ならってるんだろ、ほら、かかってこいよ
男子Ｃ　：しょぼいな、ちょっとジョブ 2 発でへこむなんて
男子Ａ　：おいっ、もっとやろうぜ、かかってこいよ、からだなまってるんだ、おれ～
男子Ｂ　：つまんねえ、こいつ、つまんねえ、次誰にする？
男子Ｃ　：そうだなあ～木原、あいつ、最近しゃしゃってね？
僕（独白）：あいつら、誰でもいいだ、仲間以外はみんなやつらのおもちゃなんだ
　Ⅳ「いじめの境界線」
私（独白）：となりのクラスの鈴木くんは、いつもみんなにからかわれてる。足をかけられてけつまずいた
り、からだをぶつけられて、転んだり。それでも、なぜか、その人たちといつも一緒にいる。
男子Ａ　：鈴木い～おれさ、今日はブドウパンと、チョコパンと、メロンソーダ
男子Ｂ　：おれは、チーズパンと、あんぱんと、コーラ
男子Ａ　：早く買って来いよ～こむだろ、売店、ダッシュダッシュ 3 分で
鈴　木　：お金は？
男子Ｂ　：何言ってんの、鈴木とおれら、友達だろ、お前さ、友達から金とるの、ひでえ
鈴　木　：でも・・
男子Ａ　：鈴木さ、何年友達やってんだよ、さっさと行けよ、昼休みなくなるじゃんダッシュ
私（独白）：私だったらいやだ、そう思ったとき、鈴木くんと目があった、哀しいくらい淋しい目だった。
笑いながら、ダッシュして行った鈴木君を見ながら、私は泣きそうだった。
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5．実践の考察 
今回の実践で学生たちにいかなる変容がみられたのか、コメントから考えていきたい。
「今まで学校生活の中で何度もいじめに直面したことがありました。いじめの原因はいろいろで、
ほんとうに些細なことから、ヘビーなものまでで、いろいろでした。その都度道徳やLHRで、いじ
めについて考えるっていうのがありましたが、やっぱりいじめはなくなりませんでした。今日の授業
で、いじめのシーンを実際に自分が演じ、暴言をはくとき、自分でも驚くくらい意地悪な気持ちに
なっていました、逆に相手から暴言を吐かれたときは、ほんとうに涙がでそうでした。実際に、自分
の身体で体験してみることが、いじめを本気で考える大きなきっかけになると思います。」（Ａ）「い
じめは絶対になくなると思えません。大人の世界でも、たくさんのいじめがあるのですから。でも、
そのいじめという行為が起こった時の、対応の仕方がとても大切だということを、今日は身をもって
しりました。いじめと一言でいっても、状況も、原因もみんな違います。ほんの小さなものであれ
ば、すぐさま、上手な対応を考える、周りの大人や、クラスの仲間の働き方一つで、終わってしまう
こともあると思うのです。でも、それを大きなものに、どんどん変えてしまうような流れができたと
きこそが、教師の出番かもしれません。解決法は一つではないし、どんなやり方がベストかも、誰に
もわかりません。でも、今日、ドラマとして演じる中で、ちょっとしたしぐさ、かかわり方で、気持
ちが和らぎ救われるということを私は感じました。」（S）「演じることは、講義で学ぶことと全然違
いました。いじめる人、いじめられる人の気持ちが、実際に自分のからだで体験したことは大きかっ
たです。誰かの立場にたって考えてみようと、今までいろいろ言われたり、相手の気持ちを考えてみ
ろとも、よく言われました。でもそれは、やはり、どこまで行っても頭の中の想像をこえることはで
きないのです。本当の意味で、その人の気持ちをわかるということはできないにしても、自分がいじ
めにあったら、どんなふうに、みんなに見られ、言葉で言われ、いじられるか・・からだでわかった
のは大きかったです。」（Ｏ）
6．ふりかえり、そして、これからの課題
ドラマ手法を用いて「いじめ問題」にアプローチするというプレイフル授業の後、「で、一体、教
師は何ができるのだろうか？」についてディスカッションを行った。「今、様々な学校で＜いじめ予
防＞対策が繰り広げられているにも関わらず、決め手となる解決策がでてこないのはなぜか？」「す
べてのケースが異なるものであるから」「だからこそ、教師にできる一番大切なことは？」「そばにい
ること」多くの学生が、そう答えた。当事者として、ドラマ世界に生きたからこそ、彼ら彼女らは、
辛い状況において一番うれしいことは、誰かが、そっとそばにいてくれることと繰り返した。自分た
ちのカラダを通し考え表現する活動によって、世の中をみる「まなざし」「向き合う態度」について
考え始めたと語る学生も多かった。今回の「いじめ問題」をはじめとしたアクチュアルなトピックに
おいて「プレイフル授業」は「振り返り」により「深く考える」メタ認知能力を育む可能性が明らか
になったが、これを教科教育の実践にどうつなげていくかが、これからの課題である。
「自分の中のあたりまえがドンドン崩れていったとき、なんだか、気持ちがちょっと楽になった」
頑なにマスクを着用していた一人の学生が授業の途中でマスクをはずし、こう語り始めた。自分の中
の思い込み・あたりまえが揺すぶられたとき、人は初めて「あっ！」と驚き、自分の変化にちゃんと
「気づく」。この世は驚きに満ちたワンダーランド。学びの世界にあふれる面白さに気づいたとき、私
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たちは生きることがきっと楽しくなるはずだ。さあ、一緒に、まだ見ぬ世界に会いに行こう。
謝辞
本研究はJSPS科研費JP18K02345の助成を受けたものである。
【参考文献】
渡部淳＋獲得型研究会（編）（2010）『学びを変えるドラマの手法』旬報社
渡部淳＋獲得型研究会（編）（2015）「教育プレゼンテーション　目的・技法・実践」
平野暁臣（2014）『プロデユース100の心得』イースト・プレス
青木幸子（2011）「ドラマ手法を用いた小説読解の研究～「語り」とは他者の存在を希求するよびかけなのだ～」
『コミュニケーション文化第 5 号』
